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1998年 9 月 30 日に告示された新しい「騒音に係る環境基準」では屋内の騒音レベルの指針値が等価騒音レベル
(L\.q) の値で示されているが、 LA刊の値が同じであっても、音質が異なる時、その音の与える影響は異なると考えら




第 2 章では、道路交通騒音の直接音のやかましさ、および音色を評価する実験を 3 つ行っている o これらの実験の
結果、‘やかましさ'は L".q やラウドネスレベル (Lú;) によってある程度予測できることが確認されている。また、
L".q の値を揃えて評価した場合、不快感に影響を及ぼす要因が迫力感やかん高さの印象に影響を及ぼす要因と等しく、
音色の各因子に相関のある可能性があることを示しているo




第 4 章では、第 2 章~第 3 章の結果をふまえ、壁や窓の透過音に近似させた道路交通騒音の音質を評価している o
その結果、音響透過損失の周波数特性の影響は、主にかん高さの印象の違いにみられることが明らかにされているo























(3) 上記の結果をふまえて、屋内に透過した音を想定して、 4 種類の壁や窓の音響透過損失をシミュレートしたフィ
ルタをとおした自動車交通騒音の.印象の評価を求める実験を行っている o その結果、騒音レベルの他、特に高い周
波数成分が不快感に及ぼす影響が大きいことが明らかになり、不快さを予測する総合指標として、 500Hz"" 4 kHz 
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